
　
中
学
校
で
も
、
生
徒
が
明
確
に
学
習
の
目

的
を
理
解
し
て
、
主
体
的
に
学
ん
で
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
何
の
た
め
に
」「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
」

学
習
す
る
の
か
、
学
習
を“

構
造
化”

し
、

子
ど
も
た
ち
自
身
が
「
習
得
」
し
た
こ
と
を

自
覚
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　『
ひ
ろ
が
る
言
葉
　
小
学
国
語
』
で
は
、
小

学
校
で
「
習
得
」
し
た
こ
と
を
、
確
実
に
「
活

用
」
で
き
る
よ
う
に
、
学
び
方
を
構
造
化
し
、

中
学
校
の
国
語
教
科
書
と
同
様
、
領
域
ご
と

に
習
得
し
た「
学
習
事
項
」と「
学
習
用
語
」を
、

「
こ
の
本
で
学
ぶ
こ
と
」
に
わ
か
り
や
す
く
一

覧
に
し
ま
し
た
。

小学校，中学校を連携させた教科書づくり
小学校で「習得」したことが，中学校で確実に「活用」できるように，領域ごとに「学習事項」
と「学習用語」をまとめました。

古
典
教
材
の
連
携

『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』�

�

「
読
む
こ
と
」（
古
典
）
の
教
材

『
伝
え
合
う
言
葉　

中
学
国
語
』�

�

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
教
材

　
小
学
校
に
お
け
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

の
学
習
が
、
さ
ら
に
中
学
校
で
の
事
項
の
学
習
へ
の
基
盤
に
な
る
よ
う
に
構
成

し
ま
し
た
。
小
学
校
で
古
典
に
親
し
む
素
養
を
身
に
つ
け
、
中
学
校
へ
と
送
り

出
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
版
『
ひ
ろ
が
る
言
葉　

小
学
国
語
』�

�

に
お
け
る
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
教
材

学
年

[

単
元
教
材　

主
な
内
容]

[

小
教
材]

１
年
生
天
に
の
ぼ
っ
た
お
け
や
さ
ん

し
り
と
り
を
し
よ
う

２
年
生

(

わ
ら
べ
う
た)

「
い
ろ
は
」
を
知
ろ
う

い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ

七
草
を
お
ぼ
え
よ
う

３
年
生

俳
句
に
親
し
む 

芭
蕉
・
一
茶
・
蕪
村
・
子
規
・
汀
女

き
せ
つ
の
言
葉
を 

あ
つ
め
よ
う(

春
・
夏)

こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句

き
せ
つ
の
言
葉
を 

あ
つ
め
よ
う(

秋
・
冬)

４
年
生
短
歌
の
世
界 

人
麻
呂
・
定
家
・
啄
木

月
の
つ
く
言
葉

故
事
成
語

も
み
じ

５
年
生
「
漢
文
」
に
親
し
む　

漢
詩
・
論
語

鳥

「
古
典
」
を
楽
し
む　

竹
取
物
語 

平
家
物
語
・
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎

折
句
を
作
ろ
う

６
年
生
春
は
あ
け
ぼ
の　
　

枕
草
子

雨

言
葉
は
時
代
と
と
も
に 

万
葉
集　

漱
石
・
子
規
・
芥
川

回
文
を
作
ろ
う

学
年

本
編
の
学
習
内
容

付
録
「
言
葉
の
と
び
ら
」

１
年
生

落
語 

「
三
方
一
両
損
」

蓬
莱
の
玉
の
枝
と
に
せ
の
苦

心
談
『
竹
取
物
語
』

月
と
古
典
文
学

２
年
生

歌
舞
伎 

「
外
郎
売
り
」

扇
の
的 

（『
新
平
家
物
語
』
よ
り
）

古
典
の
中
の
擬
声
語
・

擬
態
語

３
年
生

狂
言 

「
し
び
り
」

古
典
名
作
冒
頭
集

古
典
の
歌
、
現
代
の
歌

１
年
生

『
百
年
後
、
千
年
後
の
友
人
で
あ
る
あ
な
た
へ
』（
川
柳
・
東
海

道
中
膝
栗
毛
）

『
物
語
の
始
ま
り
』（
竹
取
物
語
）

『
故
事
成
語
』

２
年
生

『
直
実
の
流
し
た
涙
』（
平
家
物
語
）

『
随
筆
の
味
わ
い
』（
枕
草
子
・
徒
然
草
）

『
孔
子
の
言
葉
』（
論
語
）

３
年
生

『
旅
へ
の
思
い
』（
お
く
の
ほ
そ
道
）

『
和
歌
の
調
べ
』（
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
）

『
春
の
山
河
』（
漢
詩
）

そ
の
他　

落
語
『
ぞ
ろ
ぞ
ろ
』（
４
上
）
／
狂
言
『
附
子
』・
万
葉
集
・
川
柳

　
　
　
　

 (

５
下
付
録)

徒
然
草 

冒
頭
・
お
く
の
ほ
そ
道 

冒
頭
（
６
上
付
録
）

６
下　
「
こ
の
本
で
学
ぶ
こ
と
」

6年上で学んだ言葉

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー ..............................

29

要
旨 ..........................................

47

伝
記 ..........................................

87

回
文 ...................................

50

万
葉
仮
名 .............................

104

特
別
な
読
み
方
の
言
葉 .............

110

●
意
見
文
を
書
く

● 

意
見
を
明
確
に
し
て
書
く
。

● 

理
由
や
根
拠
を
示
し
て
、
意
見

の
説
得
力
が
増
す
よ
う
に
す
る
。

● 

実
際
に
あ
っ
た
こ
と（
事
実
）と

自
分
の
考
え
と
を
区
別
し
て
書

く
。

● 

予
想
さ
れ
る
反
対
意
見
と
、
そ

れ
に
対
す
る
反
論
を
示
す
。

伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か ...................................

66

興
味
の
あ
る
人
物
を
選
ん
で
、
そ
の
人
物
に

　
対
す
る
考
え
を
ふ
ま
え
て
し
ょ
う
か
い

　
す
る
。

●
伝
記
を
読
む

● 

そ
の
人
物
が「
何
を
し
た
か
」を
知
る
と

と
も
に
、「
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
」を
読
む
。

● 

今
の
自
分
と
の
共
通
点
や
相
違い

点
を
見

つ
け
、
比
べ
な
が
ら
読
む
。

　
と
を
知
る
。

● 

漢
字
　
　
　
● 

万ま
ん

葉よ
う

仮
名

● 

平
仮
名
　
　
● 

片
仮
名

● 

ロ
ー
マ
字

さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方 ...............

108

さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方
を
す
る
漢
字
に

　
つ
い
て
知
る
。

● 

意
味
に
よ
っ
て
読
み
方
が
変
わ

る
言
葉

● 

特
別
な
読
み
方
の
言
葉

● 

複
数
の
訓
が
あ
る
漢
字

学ぶ言葉

展
開 ...................................

33

構
成
表 ................................

54

序
論
・
本
論
・
結
論 .................

54

話
す
・
聞
く

書
く

言
葉
・
文
化

読
む

君
へ ....................................

112

「
い
の
ち
」に
つ
い
て
筆
者
の
伝
え
た
い

　
こ
と
を
読
み
取
り
、「
い
の
ち
」の
意

　
味
や
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

● 「
い
の
ち
」と
は
何
か
を
考
え
る
。

● 

詩『
い
の
ち
』を
読
み
、
筆
者
の

伝
え
た
い
こ
と
を
話
し
合
う
。

《
中
学
生
に
な
る
み
な
さ
ん
へ
》

二
十
一
世
紀
に
生
き
る

　
君
た
ち
へ .........................

156

筆
者
の
意
図
や
思
考
を
想
定
し
な
が

　
ら
、
自
分
の
知
識
や
経
験
、
考
え

　
を
関
係
づ
け
な
が
ら
読
む
。

筆
者
の
言
葉
を
受
け
て
、
自
分
の
生

　
き
方
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
話

　
し
合
う
。
　

一
年
生
に
向
け
て
物
語
を

　
書
こ
う ............................

32

一
年
生
に
伝
え
た
い
こ
と
を
題
材
に
、

　
展
開
を
考
え
て
物
語
を
書
く
。

● 

題
材

● 

登
場
人
物

● 

あ
ら
す
じ

　
•
始
ま
り

　
•
事
件
の
き
っ
か
け

　
•
事
件
の
展
開

　
•
山
場（
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
）

　
•
結
末

意
見
文
を
書
こ
う ..................

52

根
拠き
ょ

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
構
成
を
考

　
え
て
意
見
文
を
書
く
。

●
構
成
の
仕
方
の
例

● 

序
論
…
…
課
題
提
起

● 

本
論
…
… 

意
見
と
そ
の
根
拠
、

　
　
　
　
　
具
体
例

● 

結
論
…
…
意
見

き
つ
ね
の
窓 .................................

10

登
場
人
物
に
な
っ
て
想
像
し
た
こ
と
を
書
く
。

●
構
成
の
工
夫ふ
う

を
読
む

● 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
特
徴
ち
ょ
う

　
• 

日
常
世
界
か
ら
不
思
議
な
世
界
に
入

り
、
ま
た
出
て
く
る
。

● 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
む
時
は
、
不
思
議

な
世
界
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て

い
る
の
か
を
考
え
る
。

ぼ
く
の
世
界
、
君
の
世
界 ................

38

文
章
の
要
旨し

を
と
ら
え
、
筆
者
の
述
べ
る

　「
心
の
世
界
」に
つ
い
て
、
感
想
を
書
く
。

●
要
旨
を
読
む

● 

筆
者
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
、
ど
の

よ
う
な
答
え
を
出
し
て
い
る
か
を
読
み
、

要
旨
を
と
ら
え
る
。

私わ
た
しの

大
切
な
一
冊さ
つ ........................

60

卒
業
を
前
に
、
自
分
と
本
と
の
つ
な
が
り
を

　
見
つ
め
直
し
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
一

　
冊
を
友
達
に
し
ょ
う
か
い
す
る
。

主
語
を
整
え
る ......................

8

主
語
と
述
語
を
適
切
な
形
に
整
え
る

　
と
、
文
の
意
味
が
わ
か
り
や
す
く

　
な
る
こ
と
を
知
る
。

回
文
を
作
ろ
う

 ................

50

手
が
か
り
を
も
と
に
、
回
文
を
作
る
。

音お
ん
を
表
す
部
分 .....................

58

漢
字
の
音
を
表
す
部
分
に
つ
い
て
知
る
。

同
じ
訓
を
も
つ
漢
字 ...............

90

同
じ
訓
を
も
つ
漢
字
で
も
、
意
味
や

　
使
い
方
が
ち
が
う
こ
と
を
知
る
。

言
葉
は
時
代
と
と
も
に

 ......

94

時
代
と
と
も
に「
変
わ
っ
て
い
く
言

　
葉
」に
つ
い
て
考
え
る
。

日
本
語
の
文
字 ......................

102

日
本
語
が
漢
字
と
平
仮が

名な

、
片
仮か

名な

　
を
使
い
分
け
、
組
み
合
わ
せ
る
こ

　
と
で
文
章
を
書
き
表
し
て
い
る
こ

　この本で 学ぶこと こ
の
本
で
学
ぶ
こ
と

※﹇

　﹈は
、
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
。

学
ぶ
ペ
ー
ジ

●
「
こ
こ
が
大
事
」の
内
容
　
　

「
文
化
」の
内
容

　確
か
め
た
い
言
葉
や
事
柄が
ら

が
あ
っ
た
ら
、

「
学
ぶ
ペ
ー
ジ
」
の
と
こ
ろ
を
見
よ
う
。

引
用 ...................................

12

出
典
の
示
し
方 ......................

12

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン ........

113

パ
ネ
リ
ス
ト
・
フ
ロ
ア ..............

113

討
論 ...................................

113

す
い
こ
う.............................

32

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
り
方 ..........

33

リ
ー
フ
レ
ッ
ト .......................

36

す
い
せ
ん
文 ..........................

57

助
言 ...................................

106

連 .............................................

8

随ず
い

筆 ..........................................

29

た
と
え（
比
喩ゆ

）・
体
言
止
め
・
擬ぎ

人
法
・

　
く
り
返
し ................................

92

朗
読 ..........................................

94

暗
唱 ...................................

64

敬
意
を
表
す
言
い
方 ...............

96

付
録

118119
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